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研究成果の概要（和文）：　中高生に対する携帯電話使用の実態調査から、スマートフォン使用者は、その他に比べて
、就寝時刻が遅く、勉強に自信が持てず、ネット上で新たな出会いを多く経験していることがわかった。
　この結果を中高生自身や関係者に示し、議論する機会を設け、当事者自身による利用ガイドラインづくりを作ること
ができた。
　これらの活動は、啓発資料自作や年少者（小学生等）への啓発活動など、その後の中高生の自主的な活動に繋がった
。この種の問題への、当事者自身の対策関与の有効性の大きさが示された。

研究成果の概要（英文）：I made a survey of mobile phone use for teenagers. The results show the actual sit
uation of usage of mobile phone. Smartphone users sleep later, have less confidence to study, have more ne
w encounters in the Internet than others. And I showed the results to Teenagers and concerned parties and 
made the opportunities of discussion of the usage rules of mobile phone.
 These discussions led to voluntary activities. Teenager made self-made educational materials and educatio
nal activities for younger persons such as Primary school children. This fact shows the effectiveness of t
he involvement of Teenagers themselves for these issues.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 子どもたちの携帯電話・インターネットに
まつわる問題（ネットいじめ，携帯電話依存，
出会い系サイト等での被害等）が社会問題化
していた。携帯電話の所持率は，小学生 20.3%，
中学生 47,8%，高校生 95.6%(内閣府，2011)
と高水準を維持していたが、学校や地域，携
帯電話事業者等の努力で，問題が沈静化しつ
つあったが、スマートフォンの普及により，
児童・生徒のフェイスブックやツイッター利
用が増加し，より問題が複雑化した様相があ
った。 
内閣府調査でスマートフォン所持率は、高
校生で 2010 年 9 月は 3.9％，2011 年 6 月は
6.2%であったが，研究代表者の最近の調査
(2012 年 4月,大阪公立高等学校 798 人）では
49.6%と，約 1年半の間に約 12 倍になり，さ
らに次の買い換えでスマートフォンに買い
換えを決めている生徒を加えると 69.8%であ
った。この変化による危険性について，学校
現場はまったく想定できていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 研究代表者は，2010 年度・2011 年度に「文
部科学省学校ネットパトロールに関する調
査研究協力者」「総務省青少年インターネッ
トワーキンググループ」の各委員として，青
少年のインターネット利用関連の政策立案
の基礎作業に関わったが，その対策の基本は
フィルタリング設定であった。しかし，スマ
ートフォンは，携帯電話回線だけではなく，
無線のインターネット回線にも接続できる
ので，従来のフィルタリングが設定できない
場合もあり，対応が困難であった。 
 このような実態に対し、「サイバー型いじ
め」(Cyber Bullying)の理解と対応に関する
教育心理学的展望（小野・斎藤，2008)や、
携帯電話を「ケータイ」と把握しての研究(福
榮・宮戸, 2009 )があるが，スマートフォン
の問題、そしてその先の問題に関して、常に
研究や実践が後追いとなっている状況も憂
慮されていた。 
 そこで本研究は単に「現状把握」を目的と
するだけではなく，最新のネット環境や通信
機器に詳しい専門家や法律関係者などの知
見も現状のデータにあわせて児童・生徒に提
供することで、新たに生じてくる問題の予測
を児童・生徒の「熟議」を通じて生成するこ
とも目的とした。 
 生徒指導提要にある自己指導能力をはぐ
くむためのよい機会となるよう配慮した。 
 
３．研究の方法 
 
研究Ａ 携帯ネット質問紙調査(実態調査） 
調査協力者 
中学生（兵庫県 647 名） 

  高校生（大阪府、兵庫県 2698 名） 

 調査内容 
・携帯電話（所持、使用時間、出会い等） 
・生活実態（起床、就寝、部活動等） 
 調査時期 
 ・予備調査 平成 24 年夏～ 
 ・本調査  平成 25 年秋～ 
調査手順  
・研究代表者，戸田、金山が質問紙の項目
等を作成した。 

 ・調査依頼及び回収は竹内が行った。 
 
研究Ｂ 携帯ネット 面接調査（実態調査）  
・グループでの半構造化面接で行う。 
 調査協力者 
・中学生 大阪府 兵庫県 3-5 人×3 
 ・高校生 大阪府 兵庫県 4-5 人×5 
・大学生 大阪府 兵庫県 3-5 人×3 
 ・保護者 大阪府  4 人×2 
・教職員 大阪府，兵庫県，長崎県等 

  4-5 人×8 
 ・弁護士（ネット問題に詳しい弁護士） 
    大阪府 1 人×2 
 調査内容  
・実際に起きている携帯電話，インターネ
ットの問題の詳細 

 ・携帯電話，インターネット問題への対応 
 調査手順  
・研究代表者，戸田，金山が半構造化面接
の内容を検討した。 

 ・実施の面接は，研究代表者が行った。 
 
研究Ｃ 携帯ネット問題対策会議 
 
 対策を検討していくために、「ソーシャル
メディア研究会」「京都府ネット安心対策」
「神戸市ネット安心教室検討会」等を立ち上
げ、そこを対策検討の拠点とした。さまざま
な立場の方を構成員に当てたが、警察サイバ
ー犯罪対策課や総務省近畿通信局、教育委員
会指導主事等を招いたことで、対策がより幅
がでることとなった。 
 構 成 員  
行政（総務省近畿、大阪府青少年課）、
各教委（和歌山県、滋賀県、神戸市、猪
名川町）、企業（ゲーム会社、フィルタ
リング会社），警察、保護者、総務省近
畿通信局、大学生等 

 会議内容  
・研究Ａ（質問紙調査），研究Ｂ（面接調 
査）の検証及び活用方針の検討 
・児童生徒への効果的な授業の提案 
  ・携帯・ネット問題に効果的な生徒会活
動の実践への提案 

  ・ネット上でのピア・サポート活動の実
施への提案 

  ・「携帯ネット熟議」の企画と運営 
 会議時期 
   平成 25 年度秋以降，2ヶ月に 1回ペー
スで延べ 8回行った。一堂に会するの
が困難なため、個別の情報収集の場合



も多かった。 
 会議手順 
・会の運営は研究代表者が行い，メディア
広報も行った 

 ・会議内容については，研究代表者と戸田
が協力してまとめた 
 
研究Ｄ 携帯ネット熟議（実践創案研究） 
 実践創案団体 
・猪名川スマホサミット 
 兵庫県中高生 22 人 
・姫路高校生生徒会 
 兵庫県姫路市高校生 30 人 
・ソーシャルメディア研究会 
兵庫県大学生 22 人 

・和歌山県ケータイサミット 
 和歌山県中学生 141 人 

 ・教職員携帯ネット熟議（大阪府，兵庫県
教職員 12 人） 

 ・保護者携帯ネット熟議（大阪府，兵庫県
保護者 14 人） 

 熟議内容  
・当事者による携帯ネット問題の解決にむ 
けての話し合いを行う。 
 ・討議資料として，研究Ａ～研究Ｃの研究 
結果を提示する。 
 ・話し合いの手法として「熟議」を用いる。 
 実施時期 平成 25 年秋以降 
 熟議手順 研究代表者が運営した 
 
 平成 24 年度は、理論検討及び予備調査に
費やした。その成果を持って、平成 25 年度
に本調査（質問紙調査、インタビュー調査）
を行った。さらに、それらの知見をもとに、
関係者だけでなく、当事者も交えて対策を考
えた。議論内容を交流することで、より実態
に即し、実効性のある対策にするためである。 
 
４．研究成果 
 
研究Ａ 携帯ネット質問紙調査（実態調査） 
 
（１）猪名川町スマホ調査 
 ①実施時期 平成 24年 10 月～ 
 ②実施対象 
  ・兵庫県猪名川町中高生 1358 人 
・中学生 647 人高校生 711 人 
 ③調査内容 
   スマートフォン使用者と従来型の携
帯電話（以下ガラケー）使用者の比較
に重点を置いた。調査内容の詳細は猪
名川町の中高生が自分たちの実態調
査（予備調査）をもとに検討し、決定
した。 
④調査結果 
  当事者にわかりやすいようにグラフ
化したものを以下に掲載する。 
 
 
 

図１ スマートフォンとガラケーの違い（％） 
 
スマートフォン使用者とガラケー使用者
とでは、「１時以降に寝る」「３時間以上使用
する」「親に携帯電話の使用について説教さ
れたこと」があると答えた割合で、有意差が
認められた。 

 
図２ 課金、個人情報の比較（％） 

 

スマートフォン使用者とガラケー使用者
では、「ゲーム等で課金したことがある」「個
人情報を公開されたことがある」「個人情報
を濃く買いしたことがある」と答える割合で
有意差が認められた。 
 

図３ ネット上の新たな出会い（％） 

 

スマートフォン使用者とガラケー使用者
では、「会ったことない人とメールやＬＩＮ
Ｅをしたことがある」「ネットで知り合った
人と実際に会ったことがある」と答える割合
で有意差がみとめられた。 
 



 
（２）姫路・福崎スマートフォン調査 
 ①実施時期 平成 25年 2月～ 
 ②実施対象 
   兵庫県姫路・福崎地区高校生 1987 人 
 ③調査内容 
  スマートフォン使用者とガラケー使
用者、不所持者の比較に重点を置いた。 
④調査結果 
当事者にわかりやすいようにグラフ
化したものを以下に掲載する。調査内
容の詳細は姫路・福崎地区の高校生が
決定した。 

  図４ 不所持、スマートフォン、ガラケーの比較１（％） 

 
 携帯電話等不所持、スマートフォン使用者、
ガラケー使用者別の、「よくいらいらする」
「１時以降に寝る」「勉強に自信がない」と
答えた割合は、図４の通りである。 
 

図５ 不所持、スマートフォン、ガラケーの比較２（％） 

 
 携帯電話等不所持、スマートフォン使用者、
ガラケー使用者別の、「ＳＮＳ（ソーシャル
ネットワーキングサービス）でけんかやトラ
ブルになったことがある」「ネットゲームな
どで、ネット上で課金したことがある」「親
に何度も説教されたことがある」「個人情報
を流されたことがある」と答えた割合は、図
５の通りである。 
 
 
 
 
 

 
図６ 不所持、スマートフォン、ガラケーの比較３（％） 

 

 スマートフォン使用者、ガラケー使用者別
の、「会ったことがない人とメールやＬＩＮ
Ｅをしたことがある」「ネットで知り合った
人と実際に会ったことがある」「『ネット上の
彼氏』『ネット上の彼女』がいたことがある」
と答えた割合は、図６の通りである 
 
研究Ｂ 携帯ネット面接調査 
 
（１）当事者調査 
 ①実施時期 平成 25年 4月～ 
 ②調査対象 
  ・中学生 大阪府、兵庫県 3回 12 人 
  ・高校生 大阪府、兵庫県 5回 21 人 
  ・大学生 大阪府、兵庫県 3回 13 人 
 ③調査内容 
  ・実際に起きている問題の詳細等 
 ④調査結果 
  中学生、高校生、大学生、ともに 1年
生の使用実態が最も危険であることが
わかった。新しい環境での新たな人間関
係を構築するための方略の一つとして、
スマートフォンを活用していることが
多いことがわかった。 
  子どもたちの多くが、「夜中まで使用
している」「食事中もこっそり使ってい
る」「お風呂に持って入ることもある」
と話していたが、中には「時々、スマー
トフォンを投げ出したくなる」「『もう、
いや』と思うことがある」と話すことも
あった。 
  日常生活の必需品になりつつあるが、
その一方で、使い方に疑問を感じだして
いることもあるようだ。 

（２）関係者調査 
 ①実施時期 平成 25年 4月～ 
 ②調査対象 
  ・保護者 大阪府 2回 8人 
・教職員 大阪府，兵庫県，長崎県等 
           8 回 32 人 
  ・弁護士 大阪府 2回 2人 
③調査内容  
  把握している問題の詳細及び有効と
考えられる対策について 
④調査結果 



   保護者、教職員ともに、子どもたちの
携帯電話の課題について、充分に把握で
きていないことがわかった。「何となく
危険だと考えている」程度で、その情報
源は、マスコミ（新聞、テレビ、ネット
等）であった。弁護士が「法的な知識は
あるが、実態についてはよくわからな
い」と話していた。 
   対策は、多くの関係者が「試行錯誤を
繰り返している」「社会全体で方向性が
確立していない」と話した。 
 
研究Ｃ 携帯ネット問題対策会議 
 
（１）検討内容 携帯ネット問題の対策 
（２）検討結果 
  調査結果が、大人の感覚とあまりにかけ
離れていたので、子どもたち自身の考えを
尊重する意義を確認した。子どもに対策創
案の中心を委ね、大人は子どもたちが動き
やすい状況を作る部分に力を注ぐことを確
認した。 
  また、禁止するだけでは、帰って地下に
潜り対策が難しくなるので、「賢い使い方」
を模索していく方向を打ち出した。 
  さらに、これまでの対策が、学校、企業、
自治体、警察、消費者センターなどが、そ
れぞれ独自で対策を行ってきていることが
わかったので、「ソーシャルメディア研究
会」で調整していくことになった。 
 
研究Ｄ 携帯ネット熟議（実践創案研究）  
 
  近畿地方の各地で、携帯ネット問題への
対策創案作成のための対策チームを創設
し、対策を検討した。 
  研究Ａ（アンケート調査）、研究Ｂ（面
接調査）、研究Ｃ（ソーシャルメディア研
究会）での知見を活かしながら、具体的な
方略を考えた。 
  各地での対策創案の動きは、それぞれ何
らかの形で発表等を行い、周知に努めたが、
以下その一部を紹介する。 
 
（１）猪名川スマホサミット 
 ①開催日時 平成 25年 1月 9日 
 ②発表内容  
アンケート結果をもとに話し合い、
「猪名川スマホサミット」を開催して、
対策の方向性を検討した。「猪名川スマ
ホ宣言」を策定した。 
話し合いの内容を持って、猪名川町長
や猪名川市教育委員会教育長等と会の
メンバーが話し合い、平成 26 年度に向
けて、年少者（特に小学生）への携帯電
話問題の啓発に取り組んで行くことを
決定した。 

（２）姫路高校生生徒会記者会見 
 ①開催日時 平成 25年 10 月 31 日 
②発表内容 

 話し合いの内容を記者会見の形で
マスコミ各社に周知した。姫路・福崎
地区の高校 23 校での調査結果の発表
及び、調査結果を元にした高校生自作
の啓発動画の発表を行った。 

（３）和歌山県ケータイサミット 
 ①開催時期 平成 25年 6月 22、23 日 
 ②発表内容 
    県下の中学校の生徒会が紀北 15 校
66 名、紀南 10 校 75 名集まって、携帯
電話等の問題について話し合った。 

    話し合いの結果を各校に持ち帰り、
それぞれの生徒会活動に役立てた。 

（４）兵庫県立大ソーシャルメディア研究会 
 ①開催時期 平成 25 年～随時 
 ②発表内容 
 頻繁に報道提供を行い、活動内容を
周知した。特に話し合いの内容が平成
26 年度には、神戸市の小学校や京都府
の高校での啓発活動に結実している。 

 
 平成 25 年度は，研究成果を国内外の複数
の学会にて発表（日本ピア・サポート学会、
欧州発達心理学会等）し、論文投稿に向けて、
準備中である。また，メディアへの発信を積
極的に行い、対応方針や実践創案の話し合い
場面の報道がなされた。また，シンポジウム
などにより成果を公開し，大学における教育
や現職教員を対象にした研修において、本研
究の成果を積極的に発信している。 
 研究成果として、近畿地方各地で、萌芽的
な実践が見られている。その実践の芽を大切
に育て，26 年度以降の研究に活かしていきた
い。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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